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理念 私たちは、誰もが人として尊重される福祉活動を通じて、地域福祉の
推進に協力し、すべての人々が住みやすいまちづくりに貢献します。

ワークス上駒
　就職までの道のり

～どんなことをしているの？～

特集
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室内作業
シーラーの機械を使って

作業しています。

テキスト
様々なテーマで学んでいます

公園トイレ掃除
きれいに磨いています。

企業見学
ベイクックコーポレーションに行きました。

シュリンク作業
機械を使って商品の
包装をしています。

就職までの道のり
～どんなことをしているの？～

ワークス上駒では、一般企業への就職を希望されている方への支援をしています。平成 23年に開設

してから８年が経ちます。

今回は就職を目指している方々が活動している、就労移行支援事業について紹介していきます。

就職訓練

就労学習会

◎働く上で必ず必要となる、体力・集中力・持続力を身に付けるため、屋内・屋外にて様々な作業をし

ています。

　屋外の作業では３～４人のグループで行うことが多いので、一緒に働く仲間との協調性を知る、また

は身に付ける機会にもなっています。

◎就職を目指すには、まずご自身のことについて振り返ることが必要と考えています。

　「何故、社会に出て働くのか？」「自分の得意なこと・不得意なことは何か」「どんな仕事が向いてい

るのか」等を職員と一緒に考え、学んでいます。

　また、働くイメージを持つため、企業見学やハローワーク長野の見学、ジョブガイダンス等も行って

います。
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現在（平成 30年 11月末の時点）、ワークス上駒の就労移行を利用している方がトライアル雇

用制度を使いながら一般企業への就職を目指しています。その方にインタビューをしました。

※�トライアル雇用とは、短期間試行的に雇用し、適性や職場環境等について確認した上で常用

雇用に移行する制度です。

平成 30年８月から　就労定着支援事業
というサービスを始めました！

Ｑ１：１年間就労継続Ｂ型事業を利用し、その後就労移行支援事業の利用に切り替えましたが、就労

移行支援を利用しようと思ったきっかけはありますか？

Ａ１：サポートしてもらいながら就労移行支援事業を利用するのが、就職するために一番の近道だと

思うようになったからです。

Ｑ２：ワークス上駒の就労移行支援事業を利用して身に付いたと感じることはありますか？

Ａ２：長時間の勤務で、なおかつ立ち作業なので忍耐力がつきました。また、挨拶や勤務態度が以前

より丁寧になってきたと感じます。今一緒に働いている先輩に丁寧すぎると褒められるくらい

です。

　　　あと、ワークスのスタッフさんにしょっちゅう相談をしていますが、同じ働いている身として、

なるべく対等に話をしてくれると感じます。ありがたいばかりです。

Ｑ３：実際にトライアル雇用制度を使って企業で働いてみて、心境の変化はありましたか？

Ａ３：仕事への義務感・責任感・積極性も生まれました。自分がやらなければ誰がやるのか・・・と

いう考えが持てました。願ったり叶ったりです（笑）

　　　企業の中で働くことは私にとって度胸が必要でした。スタッフさんが支援に入ってくれるので

安心ですが、働いてみて社会の荒波にもまれている感じはします。

Ｑ４：今後の目標は何かありましたか？

Ａ４：勤務時間を増やすことと、仕事と家事の両立です。より一般の社会人の方に近づけるよう頑張

ります。

訓練施設を利用し、一般就労に結び付いた方々を対象とし、就労が継続できるよう支援を行います。

支援内容

　〇就労企業との連絡調整　　〇面接　　　　　　　　　　　　　　　〇会社訪問

　〇関係機関との連絡調整　　〇課題に関する相談、指導及び助言

支援期間

生活介護・自立訓練・就労継続Ａ・Ｂ型の事業所を経

て就職した日から６か月以上３年６か月未満の間で支援

します。
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9月28日（金）、ワークスの前の駐車場でバーベキューを行いました。天気にも恵まれ、当日は、

メンバーさん、スタッフを合わせて、40人以上の参加がありました。メンバーさんの中から

募った 4人の実行委員が中心

となり、数週間前から準備を進

めてもらいました。当日は、準

備から片付けまで、参加する人

が全員で協力して行いました。

そのおかげもあり、終始にぎや

かに、楽しいバーベキューとな

りました。� （内堀）

毎年恒例ライフサポートりんどう年忘れ会を 12月 8日（土）に行いました。今年もりんどー

ずの演奏にビンゴ大会、各施設の発表、もちろんおいしい料理やお菓子があり大いに盛り上が

りました。

参加者も昨年に比べ増えており利用者、家族、来賓、スタッフも合わせ約 120 人の皆さん

に参加していただきました。特に家族の方の参加が昨年に比べ増えました。全員座れるのか不

安だった会場も何とか形になり一安心でした。

実行委員の皆さんも堂々と司会、乾杯の挨拶、ゲームの進行をしてくれ、準備の段階から協

力してくれる利用者の姿もあり、りんどう全体で作り上げた会になったのかなと感じております。

年忘れ会の最後では後援会竹腰事務局長様、家族会

北原会長様から挨拶、感想をいただき毎年この会を楽

しみにしていると言われとてもうれしく思いました。

最後に、こうやって家族の皆様や地域の皆様との交

流ができるのが年に１度の年忘れ会の場だと思います。

大勢の皆様の協力があり本当に感謝です。今年もまた

大勢のご参加お待ちしております。　　　　　　（上野）

年忘れ会を行いました !!

ワークスでBBQをしました！



－ 4 － － 5 －

法人からのお知らせ
平成 30 年 10 月 29 日（月）午後２時から第 80 回理事会が開催され、次の議案について審議を

いただきました。

１　審議事項
承認議案第 1 号　社会福祉法人長野りんどう会管理運営規程の改訂について

改訂の内容は、
（１）�　指定就労定着支援事業及び指定自立生活援助事業の利用定員及び主たる対象者を改

め、新たにサービスの提供日及び提供時間を定めるもの
（２）�　指定共同生活援助事業のうち、サテライト型グループホーム４箇所を変更するもの

でしたが、いずれも原案どおり承認されました。

２　報告事項
報告議案第１号　理事長及び常務理事の職務の執行状況について
Ⅰ　事業の実施状況について（実績等は、別紙事業実施状況及び収支状況）
（１）フレッシュとくま

ア　生活介護支援事業では、利用希望者の増加対策として利用定員を６人から 10 人に増
やし、１日平均利用者数の目標も 10 人に設定して事業運営に当たりました。

　　その結果、月平均登録者数は昨年実績の 15.2 人から 22.6 人に増え、１日平均利用者
数も 10.8 人と、目標を超えることができました。

　　健康や衛生面の支援を強化しながら、利用者のニーズに応えた支援を行いました。
イ　短期入所事業では、利用者数アップを図るために定期利用者の確保に努めましたが、

１日平均 1.1 人と、目標の 1.2 人を下回りました。本来の利用目的以外に、病院からの
地域移行者の体験利用も受け入れました。

ウ　生活訓練事業（日中）では、昨年度までの利用実績等を考慮して利用定員を 14 人か
ら 10 人に変更し、１日平均利用者数の目標も 10 人に設定してより利用者ニーズに応
えられるようにした結果、１日平均 11.9 人と目標を上回りました。

　　金銭管理や実際の生活技術を獲得できるようなプログラムを加えたり、楽しく生活
できるようにメリハリのあるプログラムを行いました。

エ　生活訓練事業（宿泊）では、７人がグループホーム、アパートや自宅での生活に移
行し、２人が再入院しました。一方、５人が病院から、２人がグループホームと自宅
から、それぞれ入所しました。

　　結果的に、１日平均利用者数は 14.3 人と目標の 15 人を若干下回りました。
　　利用者がどんな生活をしたいのかを細やかに聞き取り、利用期間にこだわらず苦手

なところは他の支援に結びつけることで、次の生活に移行することができました。
（２）グループホーム

共同生活援助事業は、29 年度の「利用者６人に対し世話人１人」から、30 年度は「利
用者５人に対し世話人１人」に体制を整えました。加えて看護師の配置により、一層手
厚い支援を行いました。

また、28 年度に開設したサテライト型グループホームから個人契約に移行し、４人の
利用者が引き続き住み慣れた住居での生活を継続しています。

個人契約への移行に伴い、新たに４ヶ所のサテライト型グループホームを確保・設置し、
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10 月までに４人の方が新しい生活をスタートさせました。
１日平均利用者数は 21.7 人で、目標の 23.6 人を下回りました。
今後も利用者一人ひとりのニーズに沿った支援を実施し、本人の希望する生活の実現

に向け支援していきます。
（３）ワークス上駒

ア　就労移行支援事業では、事業所間の連携等で利用者確保につながり、１日平均利用
者数は 5.4 人と、目標の５人を上回りました。

　　就労への取り組みとしては、１人がファミリーレストランで食器洗浄の実習を経て
トライアル雇用となっているほか、１人がスーパーマーケットでの実習を行いました。

　　学習プログラムでは、事業所見学を実施しました。
　　今後も実習や事業所見学の場を設定して就職者を増やすようにしていきます。
イ　就労継続Ｂ型事業では、利用者の工賃が少しでもアップできるよう、受注依頼があ

れば極力受け入れるように心掛けました。
　　屋外作業では、熱中症に十分配慮して取り組みました。
　　何より利用者一人ひとりが利用の目的を持って働ける職場を目指しました。
　　１日平均利用者数は 29.4 人と、目標の 32 人には達しませんでしたが、下半期に向

けて継続して利用者確保に努めます。
（４）就労定着支援室

８月１日付けで新規事業の指定を受けて支援室を開設しましたが、実際の利用者（契
約者）は９月末現在出ていません。

この要因としては、予定していた利用者に連絡をしたところ自己負担が発生するため
利用を躊躇するということや、就労により障害福祉関係のサービスがいったん終了した
ためプランナー探しからとなって時間を要してしまうということがあります。

今後の見通しとしては、ワークスの利用から就労に繋がった方々を視野に入れて、就
労定着支援事業への継続を図っていければ良いのではないかと考えています。

（５）スローステップ（地域活動支援センターⅡ型事業）
今年度から地域活動支援センターⅡ型に移行し、１日平均利用者数は 20.6 人で、目標

の 15 人を上回りました。
数年来継続している若槻地区住民自治協議会との共催事業である「わかつきなんちゃっ

て男子大楽」を今年度は年間通して行う計画で、７月・８月にはワークスを会場として
麻雀教室を、９月には若槻コミュニティセンターを会場としてコーヒーを嗜む会を開催
し、地区住民の皆さんとの交流の場に利用者が参加できました。12 月以降も計画してい
ます。

施設内活動として軽作業の種類と作業日を増やしたことがより多くの利用者の確保に
つながっています。

（６）自立生活支援室
８月１日付けで新規事業の指定を受けて支援室を開設しました。
８月の利用はありませんでしたが、９月にはサテライト型グループホームから個人契

約に移行した方を中心に３人と契約して支援に当たっています。
利用期間が原則１年間という中で、利用開始の時点から終了時のご本人の到達点をはっ

きりさせ、それに向けたより有効な支援を行うように考えています。
（７）相談室

特定相談支援事業では、主に３人の専任の相談支援専門員を中心に、モニタリングを
含めて 292 件のサービス等利用計画の作成を行い、障害児相談では同じく 9 件でした。
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基本報酬の減額による収入減が心配されましたが、事業所間の連携により得られる各
種加算の新規算定やきめ細かな訪問を実施することにより、昨年以上の収入になってい
ます。

一般相談支援事業のうち、地域移行支援は、新規のサービス等利用計画作成や地域移
行支援により、５人の退院支援を行いました。

地域定着支援は地域生活の継続を図る上で重要ですが、安定した生活を送ることに自
信が持てた場合は解約となる傾向が多く、実利用者数は 11 人です。新規利用者は、自立
生活援助事業を使う方が多くなっています。

Ⅱ　法人運営について
１　障害福祉サービス事業者の指定及び指定更新
（１）ライフサポートりんどう　フレッシュとくま

事業の種類　自立訓練 ( 生活訓練 )・宿泊型自立訓練・生活介護　（多機能型）
事業更新年月日　　平成 30 年４月１日
指定の有効期間　　平成 36 年３月 31 日

（２）ライフサポートりんどう　フレッシュとくま　
事業の種類　短期入所
事業更新年月日　　平成 30 年４月１日
指定の有効期間　　平成 36 年３月 31 日

（３）ライフサポートりんどう　グループホーム　
事業の種類　共同生活援助
事業更新年月日　　平成 30 年 10 月１日
指定の有効期間　　平成 36 年９月 30 日

（４）ライフサポートりんどう　相談室　
事業の種類　特定相談支援
事業更新年月日　　平成 30 年５月１日
指定の有効期間　　平成 36 年４月 30 日

（５）ライフサポートりんどう　就労定着支援室　
事業の種類　就労定着支援
事業指定年月日　　平成 30 年８月１日
指定の有効期間　　平成 36 年７月 31 日

（６）ライフサポートりんどう　自立生活支援室　
事業の種類　自立生活援助
事業指定年月日　　平成 30 年８月１日
指定の有効期間　　平成 36 年７月 31 日

２　資金収支の状況について（別紙収支状況のとおり）
収入額　　  76,853 千円（前年度　   82,081 千円　対比　 5,228 千円減、6.4％減）
支出額　　  87,689 千円（前年度　   94,429 千円　対比　 6,470 千円減、6.9％減）
収支差額　△ 10,837 千円（前年度　 △ 12,348 千円　対比　1,511 千円）
なお、収入額のうち市町村からの給付費収入は、２か月遅れでの収入になることから、

４月から７月までの収入額となっています。
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平成 30年度上半期（４月～９月）事業実施状況

　事業所　

　項目

フレッシュとくま
共同生活
援助事業

ワークス上駒 地域活動支援セ
ンターⅡ型「ス
ローステップ」

（平成 29 年度は
Ⅰ型）

自立生活
援助事業生活介護

支援事業
短期入所
支援事業

生活訓練（通所）
支援事業

生活訓練（宿泊）
支援事業

就労移行
支援事業

就労継続支援
B 型事業

就労定着
支援事業

29年度 30年度 29年度 30年度 29年度 30年度 29年度 30年度 29年度 30年度 29年度 30年度 29年度 30年度 29年度 30年度 29年度 30年度 29年度 30年度

定　　　　　 員 （人） 6 10 3 14 10 17 25 6 35 ― なし 40 30 ― なし

月 平 均 登 録 者 数 （人） 15.2 22.6 ― ― 15.8 22.1 12.2 15.8 ― ― 4.3 6.0 45.0 45.2 ― 0.0 92.3 86.1 ― 1.5 

開  所  日  数 （日） 132 133 183 183 123 125 182 183 183 183 121 119 121 119 ― 38 121 121 ― 38 

延 べ 利 用 者 数 （人） 720 1,440 199 203 1,282 1,485 1,880 2,612 4,050 3,977 474 637 3,636 3,492 ― 0 2,519 2,494 ― 9 

１日平均利用者数 （人） 5.5 10.8 1.1 1.1 10.4 11.9 10.3 14.3 22.1 21.7 4.3 5.4 29.9 29.4 ― 0.0 21.1 20.6 ― 0.2 
30 年度目標

（1 日平均利用者数） 10 人 1.2 人 10 人 15 人 23.6 人 5 人 32 人 登録者　5 人 15 人 登録者　5 人

相談支援関係

平成30年度上半期（４月１日～９月30日）収支状況（予算執行率・前年度対比）
※金額については、各科目で四捨五入してあるため合計と相違する場合があります。

（収入）　 （支出）	 （単位：千円）
科目 予　算

Ａ
執行額

Ｂ
執行率

B/A　  ％
前年度

Ｃ
増減額
Ｃ－Ｂ 科目 予　算

Ａ
執行額

Ｂ
執行率

B/A　  ％
前年度

Ｃ
増減額
Ｃ－Ｂ

事
業
活
動
に
よ
る
収
支

就労支援事業収入 11,314 6,182 54.6 7,250 △ 1,068 人件費支出 145,306 62,595 43.1 65,715 △ 3,120

障害福祉サービス等事業収入 187,444 69,211 36.9 73,478 △ 4,267 事業費支出 15,871 7,508 47.3 6,575 933

自立支援給付費収入 159,983 55,160 34.5 48,126 7,034 事務費支出 24,898 9,920 39.8 10,327 △ 407

障害児施設給付費収入 390 134 34.4 176 △ 42 就労支援事業支出 11,314 5,442 48.1 7,250 △ 1,808

利用者負担金収入 110 213 193.6 147 66 支払利息支出 216 109 50.5 118 △ 9

補足給付費収入 3,000 922 30.7 886 36 その他の支出 810 447 55.2 643 △ 196

特定費用収入 12,927 7,054 54.6 5,949 1,105

その他の事業収入 11,034 5,728 51.9 18,195 △ 12,467

経常経費寄附金収入 1,000 891 89.1 10 881

受取利息配当金収入 4 2 50.0 2 0

その他の収入 390 179 45.9 161 18

計 200,152 76,464 38.2 80,901 △ 4,437 計 198,415 86,020 43.4 90,626 △ 4,606

※
１

施設整備等補助金収入 2,908 0 0.0 0 0 借入金元金償還支出 1,512 756 50.0 756 0

固定資産売却収入 0 0 ― 29 △ 29 固定資産取得支出 8,957 307 3.4 2,417 △ 2,110

計 2,908 0 0.0 29 △ 29 計 10,470 1,063 10.2 3,173 △ 2,110

※
２

積立資産取崩収入 8,775 388 4.4 1,151 △ 763 積立資産支出 2,295 607 26.4 630 △ 23

計 8,775 388 4.4 1,151 △ 763 計 2,295 607 26.4 630 △ 23

0 予備費 655 0 ― 0 0

合計 211,835 76,853 36.3 82,081 △ 5,228 合計 211,835 87,689 41.4 94,429 △ 6,740

※ 1　施設整備等による収支 ※２　その他活動による収支 収支差額 0 △ 10,837 ― △ 12,348 1,511

特定相談支援事業 一般相談支援事業 障害児相談支援事業

29年度 30年度 29年度 30年度

サービス等
利用計画
作成件数

29年度 30年度

サービス等
利用計画
作成件数

計画作成 146 113

地域移行支援

実利用者数（人） 5 5 計画作成 4 5

モニタリング 196 179 利用延件数（件） 10 12 モニタリング 4 4

計 342 292 30年度目標 8人 計 8 9

30年度目標 計画作成    240
モニタリング    480

地域定着支援

実利用者数（人） 14 11
30年度目標 計画作成　　10

モニタリング　　20利用延件数（件） 78 75

緊急対応（件） 2 0

30年度目標 14人
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三猿の前でポーズ

ものづくり大
だいがく

楽

今年は栃木県へ行きました♪

12 月 4日（火）と 11日（火）にコミわ
かとの共催企画として恒例の「大人のもの
づくり大

だいがく

楽」をスローステップ木工室で行
いました。
コミわかから 5人、りんどうから 7人と
多くの方が参加してくださいました。コミ
わかからはもう 3回目、という常連さんも。
今年は『明かりをデザインする』をコンセ
プトにフリーなデザインでランプシェード
を作ろうと企画しました。

あまりに自由すぎるテーマなので参加者は戸惑うかしら…と案じていましたが、いざ当
日ボランティアの古川さんの説明に参加者は「これあるかしら？」「私自分で木をのこぎり
で切ってくる！」と各々のイメージの中でどんどん製作を始めていました。
同じ LEDランタンを明かりとしていてもそれぞれユニークな仕上がりに、びっくりの
企画でした。ものづくりを通して利用者と地域がつながる素敵なイベントでした。
� （風間）

フレッシュとくまでは、10月 23日（火）～ 24日（水）に秋の一泊旅行に行ってきました。
今年はメンバー・スタッフ 33人で栃木県へ。
1日目は「見ざる、聞かざる、言わざる」の三猿の装飾が有名な日光東照宮を参拝しました。
そして塩原温泉のホテルへ宿泊です。大きな温泉や、郷土料理の湯葉の刺身や餃子などの
料理を堪能しました。2日目は「おもちゃのまちバンダイミュージアム」へ。色々なおもちゃ
やエジソンの発明品など貴重な品々を見ました。バスの中ではカラオケなどで盛り上がり
ました。楽しい旅行となり、よい思い出になりました。� （高野）

メンバーの感想
●�日光東照宮が山登りみたいで大変だった。
●�おもちゃのまちバンダイミュージアム。
　�こちらも初めて訪れる場所でエヴァンゲリオンの
おもちゃを見ることができて楽しむことができた。
●�温泉が気持ちよかった。お風呂出た後もホカホカ
していた。
●�ミュージアムは仮面ライダーのフィギュアが沢山
あって楽しかった。

～ランプシェード
　作りました ! ～



－ 10 － － 11 －

お菓子完売しました !! 可愛い自主製品がいっぱい♪

10 月 27日（土）に長野市生涯学習センター（TOiGO）にて『ふくしネットフェスタ 2018』
が開催されました。『ふくしネットフェスタ』は、市民の皆さんに障害のある方たちや実際の生
活を知って頂くといった普及啓発・理解促進が大きな目的となっています。
当日は、前日の雨予報がまるで嘘かのような天候に恵まれて、大勢の来場者がありました。当
法人からりんりんりんりん☆りんどーずとスローステップの参加がありました。りんどーずの発
表は普段とは違う雰囲気だったので多少緊張している様子がありましたが、最後まで楽しく元気
に演奏をしていただきました。そしてスローステップからはマグネットのワークショップを行い
ました。準備していた材料がほとんどなくなるくらい沢山の方が来てくださいました。
� （関・冨沢）

皆、ふくしネットフェスタに集まれ～♪

若槻総フェスティバル
に参加して

徳間小学校　里まつり
に参加しました！

10月 28日（日）若槻地区住民自治協議
会の主催のもと若槻コミュニティセンター
で「若槻総フェスティバル」が開催され、
参加しました。
若槻地区の方々によるバザー、野菜販売、
北部中学校の生徒の方によるコーヒー販売、
清泉女子短期大学の学生の方々による子供
向けのミニゲーム等の出店がありました。
ワークス上駒からは旬のさつまいもを
使ったスイートポテト、地元の紅玉を使っ
たアップルパイ、自慢のマドレーヌを出店
し販売しました。ワークス利用者が販売の
売り子として参加し、大きな声でお客さん
を呼び込んだり、お菓子の特徴や味を丁寧
にお客さんに説明をして頂いたかいもあり、
1時間30分程度で完売しました。
若槻地区の方々と販売を通して交流する

ことができ、良かったです。� （北澤）

11 月 3日（土）徳間小学校　里まつり

に参加しました。参加の声をかけて頂いて

からの数週間、小学生の心をつかむ商品を

考え抜きながらスタッフとメンバーとで作

品を作り続けました。その甲斐あってか、

当日のスローステップのブースには大勢の

人だかり。売り子のメンバーもスタッフも

一息つく暇もなく、沢山の商品が売れまし

た。限られたおこずかいの中で、一生懸

命悩みながら商品を買って下さる小学生。

作った私たちもとてもうれしくなる里まつ

りでした。� （風間）
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みんなねっと　精神保健福祉研修大会に参加しました。

10 月 25日（木）～ 26日（金）　北信越ブロック家族会　福井大会にライフサポートりんどうから
ご家族 1人参加されました。
～参加したご家族の感想～
福井大学　坂田教授による記念講演での「多剤処方と単剤処方」についての話が印象的であった。
多剤処方されている薬の中で組み合わせによっては悪影響のあるものもあり、インターネット等で自
分で調べて薬についてきちんと把握することが大事だ、と。もし気になることがあれば主治医や薬剤
師に相談してみる事も必要、と。
凄く興味深かったが、子供の多くの薬について親が自分で調べきれない、と感じた。子供もどんど
ん薬が増えてしまって大丈夫だろうか。しかしいろいろお世話になっている主治医に、嫌な事は伝え
づらい、と感想をおっしゃっていました。
懇親会にもご出席され、他県のご家族とも親交を深めていらしたようで、何よりも自分が勉強になる、
自分の為にも他の家族にも出席していただいたほうがよい、と大満足の研修会だったようです。
� （風間）

「県大会頑張りました！」

9 月 9日（日）朝日村農業者トレーニングセンター体育館で、ソフトバレーボール県大会が行われ
ました。

第１試合　りんどう　０　　８－ 15　　２　つばさ（栗田病院）
　　　　　　　　　　　　　11－ 15

第２試合　りんどう　０　　９－ 15　　２　Rainbow絆（絆の会）
　　　　　　　　　　　　　７－ 15

2試合行われましたが惜しくも勝利とはなりませんでした。しかし、選手の皆さんは粘り強く、コー
トの中も外もそれぞれに声を掛け合い、みんなで盛り上げ、とても素晴らしい試合をしていました。
ここまで粘れたのも、毎週暑い中練習を頑張ってきたからですね！お疲れさまでした。
暑い中応援に来て下さった多くの皆さんも本当にありがとうございました。� （前山）
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美術館の前で

今回はワークス上駒の就労支援について

特集しました。インタビューをして、一般

企業で働くことは利用者にも支援者にも良

い刺激になっているのだと感じました。

働くことについてご相談があれば、是非

ワークス上駒にご連絡ください。�（佐藤）

編  集  後  記法人からの
お知らせ

法人への支援として寄付金をいただきました。

　後援会様から 530,000 円

　家族会様から 55,000 円

　篤志家様から（後援会経由）

　  300,000 円

スタッフ紹介

4 月の異動により、ワークス上駒（就労移行・就労継続B型・就労定着支援事業）勤

務となりました。

当初は利用者の顔と名前が一致せずに戸惑いましたが、作業を通して関わるなかでわ

かるようになりました。

ただ作業中は誰もが作業服・帽子・マスクを身に着けると、これも誰だか分からなく

なります。この間も間違えて名前を呼んでしまいお互い苦笑いです。

作業種目も多くまだわからないことがありますが、利用者から急がなくて良いよまだ

慣れないからと優しい言葉をもらい癒されま

した。

少しでも工賃が上がるように、スタッフで

作業の見直しや工夫をしています。

私の楽しみはりんどうカフェの日替わり弁

当です。

副菜の一品にも真心がこもっています。

お菓子の販売も月 1回から 2回程移動カ

フェで販売しています。どちらも（弁当・お

菓子）注文をお受けしています。是非ご利用

下さい。

丸山　錦子


